
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 104 

令和 5年度 理数科 

 

教科 理数 科目 理数生物 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 生物基礎 （数研出版） 

副教材等 
新課程 リード Light ノート 生物基礎 （数研出版） 

新課程 二訂版 スクエア最新図説生物（第一学習社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「自然に親しみ、見通しをもって観察、実験などを行い、問題解決の能力と自然を愛する心情を

育てる」小・中学校での理科の学習から発展させて、人と自然について「遺伝子」、「恒常性」、

「生態系」という３つの視点から見ると、どのように見えてくるのか？どのように生き、行動す

れば人と自然を大切にし、健康な生活を送れるのか？この２つの問題を常に意識して、学び考え

続けてください。 

 

２ 学習の到達目標 

(１)遺伝子から生態系に至るまでの幅広い生物学の基礎知識を身につけるとともに、顕微鏡をは

じめさまざまな実験器具の操作や基本的な実験技術を習得する。 

(２)習得した生物学の基礎知識を活用して科学的に問題を解決することができる思考力・判断

力・表現力を身に付ける。 

(３)遺伝子から生態系に至るまで幅広い生物学に興味・関心をもち、主体的に学習に取り組むこ

とができる。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生物や生命現象に関する

観察、実験などを行い、基本

操作を習得するとともにそ

れらの過程や結果を的確に

記録、整理し、自然の事物・

現象を科学的に探究する技

能を身に付けている。また、 

これらのことについて、基本

的な概念や原理・原則を理解

し、知識を身に付けている 

生物や生命現象の中に問題

を見いだし、探究する課程を通

して、事象を科学的に考察し、

導き出した考えを適切に表現

している。 

日常生活や社会との関連を

図りながら生物や生命現象の

関係に関心をもち、意欲的に探

究しようとするとともに、生物

の共通性と多様性を常に意識

するなど、科学的な見方や考え

方を身に付けている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

  



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１ 
 

学 
 

期 

生 

物 

の 

特 

徴 

・生物の多様性と共通性 

生物の多様性・共通性

とその由来，生物に共

通する細胞構造 

・エネルギーと代謝 

生命活動とエネルギ

ー，代謝と酵素 

・光合成と呼吸 

光合成，呼吸，光合成

と呼吸によるエネルギー

の流れ，ミトコンドリアと葉

緑体の由来 

 

a: 生物が「細胞からできている」，

「生命活動にはエネルギーが必

要」，「遺伝情報として DNA をも

っている」などの共通性をもつこ

とを理解する。また、酵素と無機

触媒の反応の違いについて実験を

通じて理解する。 

b：生物の共通性を見いだすととも

に、代謝において ATP や酵素が果

たす役割を説明できる。また、呼

吸や光合成のしくみを説明でき

る。 

c: 生物の多様性と共通性、呼吸や光

合成などの代謝やそれにともなう

エネルギーの変換に興味・関心を

もつ。 

 

 

定期考査 

 

レポート 

 

定期考査 

 

 

 

提出ノート 

 

 

 

レポート 

 

提出ノート 

遺
伝
子
と
そ
の
は
た
ら
き 

・遺伝情報と DNA 

遺伝情報を担う物質-

DNA，DNA の構造 

・遺伝情報の発現 

遺伝情報とタンパク質，

タンパク質の合成 

・遺伝情報の分配 

細胞分裂と遺伝情報の

分配，分化した細胞の

遺伝情報，DNA の遺伝

情報と遺伝子，ゲノム 

a:「ＤＮＡの抽出」や「体細胞分裂

の観察」を通して、顕微鏡や器具

の扱い方を理解する。また、分裂

期の細胞数の割合から細胞周期に

おける各時期の時間が推定される

ことを学ぶ。 

b:タンパク質のアミノ酸配列が DNA

の分子の中に塩基配列という形で

保持されていることを考察し，DNA

とその情報をもとにつくられるタ

ンパク質との関係性を正しく表現

できる。 

c:DNA の構造や遺伝子の分配、発現

のしくみに関心をもち，主体的に

学習に取り組める。 

 

定期考査 

 

レポート 

 

定期考査 

 

 

 

提出ノート 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

レポート 

 

提出ノート 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

生
殖
と
発
生 

配偶子形成と受精 

・ウニの初期発生 

a:野外実習にてウニの初期発生を顕

微鏡で観察し、ウニの発生過程を

知る。 

b:ウニの発生段階における特徴を図

にまとめ、発表する。 

c:ウニの初期発生を通して、生命の

誕生に興味を持つ 

 

 

レポート 

 

レポート 

 

発表 

 

レポート 

 

 

 

観察 
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２ 
 

学 
 

期 

生
物
の
体
内
環
境 

・体内環境としての体液 

体内環境と恒常性，体液

とその循環，血液の凝固

と線溶 

・神経とホルモンによる調

節 

自律神経系と内分泌系，

神経による調節-自律神

経系，ホルモンによる調

節-内分泌系，自律神経

系と内分泌系による調節 

 

a:・体内での情報伝達が体の状態の

調節に関係していることを理解す

る。 

・自律神経系と内分泌系が，体を

調節するしくみを理解する。 

b:・フィードバックがはたらかなく

なった場合，どのようなことが起

こるかを考え，説明することがで

きる。 

・身近な事例において，からだの状

態がどのように変化するかを交

感神経と副交感神経のはたらき

に注目して考え，説明することが

できる。 

c:体内での情報伝達と調節に関心を

もち，主体的に学習に取り組める。 

 

 

定期考査 

 

確認テスト 

 

定期考査 

 

 

 

提出ノート 

 

 

 

 

 

提出ノート 

・腎臓と肝臓による調節 

腎臓と肝臓の役割，腎臓

の構造とはたらき，肝臓

の構造とはたらき 

 

a:観察＆実験「ブタの腎臓の観察」

を行い，腎臓の構造を観察する。

また，墨汁の注入によって，糸球

体が黒くなることを理解する。 

b:腎臓の構造と尿の生成・水分量の

調節の関係について，図を用いて

説明できる。肝臓の構造と 3本の

管の関係について，図を用いて説

明できる。腎臓と肝臓が扱う物質

（分子）の大きさの違いについて，

比較して説明できる。 

c:  個体を形成する器官に興味・関

心をもち、積極的に実験に取り組

む。 

 

定期考査 

 

確認テスト 

 

定期考査 

 

 

 

レポート 

 

提出ノート 

 

 

 

 

 

レポート 

 

提出ノート 

・免疫 

からだを守るしくみ-免疫，

自然免疫①-物理的・化学

的防御，自然免疫②-食

作用，適応免疫，免疫と病

気 

a:・免疫記憶のしくみを理解する。

また、免疫が原因で起こる病気や，

免疫のしくみを利用した医療につ

いて理解する。 

b:・抗原が体内に侵入したときの，

抗体の産生量の変化を示したグ

ラフから，同じ感染症に再びか

かりにくくなる理由を考えるこ

とができる。 

c;免疫のはたらきに関心をもち，主

体的に学習に取り組める。 

 

定期考査 

 

 

 

定期考査 

 

 

 

提出ノート 
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※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 

３ 
 

学 
 

期 

植
生
の
多
様
性
と
分
布 

・植生とその成り立ち 

植生の遷移，遷移の過

程とそのしくみ，遷移の

進行と環境の変化，二次

的な遷移 

・植生の遷移 

植生の遷移，遷移の過

程とそのしくみ，遷移の

進行と環境の変化，二次

的な遷移 

・気候とバイオーム 

気候とバイオーム，世界

のバイオームとその分

布，日本のバイオームと

その分布 

 

a:・遷移の過程と遷移が進行する要

因について理解する。 

・世界および日本に見られるさま

ざまなバイオームが，気温と降

水量の違いに起因して成立して

いることを理解する。 

b:・遷移の過程を示した資料をもと

に，遷移の過程で裸地から低木林

に移り変わる要因，植生の樹種が

交代する要因について考察し，説

明できる。 

・地球の気温が上昇すると，バイオ

ームの垂直分布がどのように変

化するかを推測することができ

る。 

c:・植生の遷移とバイオームに関心

をもち，主体的に学習に取り組

める。 

 

定期考査 

 

定期考査 

 

提出ノート 

 

 

 

提出ノート 

生
態
系
と
そ
の
保
全 

・生態系とその成り立ち 

生態系の成り立ち，生物

どうしのつながり，さまざ

まな生態系 

・物質循環とエネルギーの

流れ 

・生態系のバランスと保全 

生態系のバランス，人間活

動と生態系，生態系の保

全 

 

a:・生態系において種多様性が維持

されるしくみを理解する。 

 ・生態系のバランスが保たれてい

るとはどのような状態かを理解す

る。 

・生態系の保全のために，どのよう

な活動が行われているかを理解す

る。 

b:・生態系における炭素や窒素の循

環を考える中で，物質の移動に伴

って起こるエネルギーの移動につ

いて説明できる。 

c:生態系とは何か，その構成要素や

その中で見られる関係について，

興味・関心をもち，科学的に知ろ

うとする。 

 

定期考査 

 

定期考査 

 

提出ノート 

 

 

 

提出ノート 


